
【ＬＯＭ内で新型コロナウイルス感染症患者が発生した際の措置について】 

 

１２月３日、ＬＯＭメンバー１名がＰＣＲ検査によって新型コロナウイルス感染症陽性と

診断されました。その件について、日本ＪＣの作成したガイドライン『ＪＣメンバーに新

型コロナウイルス感染者が発生した場合の対応について』（添付資料を参考）における

「ＪＣ運動以外でメンバーに感染者が発生した場合（ケース２）」（ＪＣ運動以外で感染

し、感染発覚から遡って２週間以内にＬＯＭのＪＣ運動に参加していた場合）に該当した

ため、以下の措置を行った。 

 

感染発覚前（２０２０年１２月２日まで） 

・症状は無かった。 

 

感染発覚当日（２０２０年１２月３日） 

・陽性者より連絡あり 

味覚に異変を感じ保健所に問合せ、ＰＣＲ検査を受けた結果、検査機関より陽性の連絡を

受けた。推測される感染ルートや現在の症状を聴取。現役会員との接触は、発症日とされ

る１２月３日の２日前に行われた合同予定者委員会が該当する。保健所の見解では、マス

クをしての会議は濃厚接触には当たらないと判断される。それ以外の接触は無く、濃厚接

触者は無し。 

・保健所からの指導のもと、発熱もなく軽症のため１０日間の自宅療養 

 

感染発覚翌日（２０２０年１２月４日） 

・兵庫ブロック協議会の運営専務に連絡。ＬＯＭ内で感染者が発生したことを伝える。 

・ シニアクラブ執行部にＬＯＭ内で感染者が発生した旨を連絡。 

・ 「ＬＯＭにおける感染者発生チェックシート」を兵庫ブロックに提出。 

・ 事務局員にＬＯＭ内で感染者が発生した旨を連絡。 

・ 感染者本人と連絡、症状の確認。 

・全体メールにて会員に周知 

 

その他 

２度目のこともあり、スムーズに対応できた。１度目の時は、自分たちで考えることも多

く会員を不安にさせることもあったが、保健所の指導の下、行動に移すことが、会員の不

安も少なく、円滑に対応できるものであると考える。 
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